
～H29年春（ＧＷ頃まで） 技術開発課題の応募

H29年初夏（6～7月頃） 国が実施する鉄道技術開発課題評
価委員会における課題の事前評価

H29夏～冬 予算要求

H30年春 補助金交付申請書の提出
交付決定

（技術開発の実施）

H30年度内 完了実績報告書の提出
補助金の交付

H31年度内 国が実施する鉄道技術開発課題評
価委員会における課題の事後評価
（※H30年度単年で開発の場合）

青字：事業者の動き 黒字：国の動き

平成３０年度の鉄道技術開発に関する補助対象者の募集について

＜連絡先＞
国土交通省 鉄道局 技術企画課 技術開発室 ＴＥＬ ：０３－５２５３－８１１１（内線：４０７５４） ＦＡＸ ： ０３－５２５３－１６３４

お知らせ

国土交通省鉄道局では、鉄道分野の安全性及び環境性能向上に資する技術開発に対して、補助金を交付するこ
とにより支援しております。本補助制度への応募を検討・希望される方は、下の連絡先までご相談ください。

費用負担割合

②国交省の補助金
（補助率①の１／２）

③事業者の自己負担
（①－②）

①技術開発に要する費用
①＝②＋③

連絡先
応募を希望される方は、お早めに、以下の連絡先までご相談ください。

スケジュール（平成３０年度実施のケース）

○目的 ： 鉄道技術水準の向上

○補助対象者 ：

鉄道分野に関する技術開発を実施する能力を有する法人

○補助対象となる鉄道技術開発 ：

①安全対策に係る技術開発

②環境対策に係る技術開発

③新技術の鉄道への応用に係る基礎的、基盤的技術開発

補助制度の概要

新たなタイプのホームドアの開発

【昇降バー式】

○車両扉位置の相違やコスト低減等の課題に対応可能な新たなタイプのホームドアの開発

次世代ハイブリッド車両の開発

○線区（電化／非電化）に応じた給電方式を選択することで、１両編
成で運行が可能な車両の開発

防災・減災対策に資する開発戦略的維持管理に資する開発

開発事例（平成２８年度）

技術開発予算

○予算額（国費ベース）： 約１．７億円（平成２９年度）

○実施テーマ数 ： １４テーマ（平成２９年度）

モーター

どちらかの給電装置から
電力をシステムに充電
電化／非電化の相直可能

制動時の回生電力
をシステムへ充電

ﾃﾞｲｰｾﾞﾙ発電機

（非電化区間）

蓄電装置
（大容量）

モータ制御装置

マルチコンバータ

【高効率標準電車システム】

制御情報装置

ﾊﾟﾝﾀｸﾞﾗﾌ

（電化区間）

システムからの電力に
よりモーターを駆動

４ドア

３ドア

２ドア

【マルチドア対応型】

参考資料１

○万が一、耐震設計で想定された以上の地震が発生した場
合であっても、構造物が倒壊する方向を制御すること等に
より、沿線被害の軽減や早期復旧を可能とする補強工法
の開発
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異常を検知すると警報を通知

○常時モニタリングにより構造物の健全度を評価するシステムの開発
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視認性改良前 視認性改良後

第１回 鉄道分野における新技術の活用に関する懇談会（H29.4.20）


